














日本人 を対 象 と して書 かれ た本 は 「分 り易 い 日本 語で記 し、身 近 かに あ る適
切 な題 材 を例 に と り、 も し読者 が それ を見 よ うと思 えば見 るこ とが出来 るよ う
な もの にっ いて解 説 しその上 で海外 の文 化 を紹介 比較す る」 とい う行 き方が望
ま しい、 と日頃 か ら考 えて いた ところ、 この度建 帛社 か ら発行 され た中野正 男
向井裕彦 共著 「意匠 学 ・色 彩学」 を一読 した時 、私の考 え方 が酌 ほヂ 乳 では な
いことが分 った。 さて 工編 意匠学 を開 けば、先ず 日本民族 の伝統工 芸の デザ イ
ンの意 義 を紹介 し、被服 デザ イ ン、室内 デザ イ ン、産 業デザ イ ン等の応 用面 を
通 じて、一応 読 者 にデザ イ ンが身近 か な もので あるこ とを認 識 させ 、デ ザ イ ン
の世 界 に親 密感 を持 たせ乍 ら、「意匠 の基礎 」 へ と誘導 して行 くあた りは 、 さす
が に長年 デザ イ ン教 育 に専念 して来 た著 者 なれば こその観 が ある。
デザ イン関係 の図 書 には附 図の多 いのが特徴 とされ てい るが、 いたず らに図
を多 く入れ たの では な く「必要 に して充分 な」図 が適 当 に挿 入 されて いる こ とは、
その こと自身す で にデザ イ ンの主 旨 に什 って い ると思 う。 ただ写真 版の 印刷が
明瞭 で ない点 が惜 しまれ る。私 の手 に した本 が偶 然 そ うだったの な ら良 いが。
第4章 プロt一 シ ョンとハーモ ニーの所 に玉 川長一郎君 の ゴールデ ン ・プロ
t一 シ ョンを引用 され てい る点は感銘 深 い ものが ある。
更 に故 向井 寛三郎 氏の図案 学 を引用 し、 日本 にお け る図 案学(現代 の意匠 学)




うが、紋章デザ インは写真版にす るよりも凸版にして白 ・黒のコ ントラス トを
明瞭 に出 した方が良かったのに、と老婆心乍 ら申 し上げたい。
次は1編 色彩学にっいて一言。従来刊行 されている色彩学の図書には見 られ
ないような独自の世界が感 じられる。モ ンドリアンやカンジンスキー を冒頭 に
あげ、「言語と色彩」を対 照させ乍 ら抽象的思考の普遍化の追求が色彩学の目的
であると主張す るあたりは著者 らしい風格 を示 じている。デザイン専攻で、測
色学 を学んだ著者は色彩の数量的取 ワ扱 し.・や照明と色彩等の方面にも研究を進
めてお り、色彩 における感覚と数理 との両面 をマズターす る実力 を所有 し、い
わば 「虎に翼」の強味がある。世界的に有名 なムー ンとスペ ンサーの色彩調和
論やその他の外国色彩学者の学説を説 くに当っても予めその長所 ・短所を解説
し、初心者の陥 り易い欧米学者への盲信 を誠めそいる点、本当に色彩の世界 を
探究 した学者であることを物語 っている。更 に現代の推計学や電算機の重要視
される世の中で初心者が考 え勝 ちな問題点、例 えば色彩調和の数量化への理想
論 に対 しても、分 り易 く親切に誘導 しつ ・、「調和感や美意識」のような高度の
精神活動 を単純 な方程式の中で解決す ることは耒だ無理 な話であることを述べ、
む しろ各 自のセ ンスを養 うことの方が先決問題であるという行屈 いた締 めく・
りがなされている。
この上に色刷が2・3頁 もあれば云 うことなしだが、そこは需用者に対する
価格 の問題 もあり、著者の 自由にならない所かも知れない。
緒言に述べ られているように 「意匠や色彩 にっいての参考書は種 々あるが、
大部分はそれぞれ独立 して編集 されている。 しかし意匠と色彩は不可離の関係
を有す るところから、本書では1編 を意匠学、IIを 色彩学 として読者の便宜
を考え」親切で便利 な編集の仕方であるから、短大乃至四年生大学のテキス ト
として役立っばか りでなく、一般教養図書としても推賞出来 る本である。
奈良好 大学教授 山 崎 勝 弘
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